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研究成果の概要（和文）：本研究は我々が普段、人の話し声を聞いた時に、声の出し方や発音の仕方に基づい
て、話し手に関する印象を形成する仕組みをより包括的かつ体系的に解明するために行われた。当初計画では、
音声に基づく印象形成の3次元モデルを、計8言語の聴取者に印象評定実験を行って音声学的に検証する予定だっ
たが断念した。代わりに、ラ行子音の発音実現の多様性が話者の印象形成に寄与する例として、いわゆる「巻
舌」が悪役を演じる時に用いられるようになった経緯を調査した。さらに、音声に基づく印象形成のモデルの仕
組み解明に音声生成の側から迫るため、日本・デンマーク・米国の3か国で、アマチュア演者が人物像を演じて
発声した音声を収録した。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to understand the nonverbal information communicated 
through voice, focusing on first impressions of speakers. We proposed a three-dimensional model of 
voice-based person perception (i.e., warmth, competence, and activity) based on psychology and 
animal vocalizations. The model was to be validated through perceptual experiments across eight 
languages, but the pandemic prevented this. Instead, we investigated the diverse realizations of the
 Japanese phoneme /r/ and its role in forming speaker impressions, specifically how the alveolar 
trill [r] is used in villainous roles. Additionally, we recorded amateur actors from Japanese, 
Danish, and American English backgrounds performing various character types to study the production 
side of voice-based person perception.

研究分野： 音声学、音声に基づく印象形成

キーワード： 印象形成　音声　ステレオタイプ　役割語　音声学　印象

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、我々が他人の話し声を聞くと無意識かつ本能的に行っている、音声に基づく印象形成の仕組みをよ
り包括的かつ体系的に理解するため、先行研究を整理し、音声に基づく印象形成の3次元モデルを新たに提唱し
た。このような音声に基づく印象形成の仕組みが理解できれば、我々自身に関する理解を深め、社会認知の分野
の知見の蓄積にも貢献できる。ラ行子音の発音実現、創作物における巻舌使用の変遷に関する調査や、3言語に
おけるアマチュア演者による発声音声の収録も、音声に基づく印象形成の仕組みや、役割語（話者の特定の人物
像を想起させる特定の言葉遣い）の音声的側面の理解につながる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 我々は普段、人の話し声を聞くと、声や話し方（声の出し方や発音の仕方）から話し手の性
格、身体的特徴、感情、出身地などに関する印象を瞬時に形成する。このような印象は異なる聞
き手の間でも一致する一方で、話し手の実際の特徴とは必ずしも一致するわけでない。この原因
は、我々が話者の話し方を聞いて形成する印象が、声に関するステレオタイプ、すなわちこうい
う属性（性別、年齢、出身地、性格等）の人はこういう話し方をするというイメージに基づいて
いるからである。したがって、我々がどのような音声的特徴を持つ話し方を聞いてどのような印
象を抱くのかという音声に基づく印象形成のメカニズムを解明するには、声のステレオタイプ
と音声的特徴の対応を明らかにする必要がある。 
 
(2) 話し手の声や話し方が聞き手に与える印象に関する研究は、音声という研究対象が学際的で
あるため、様々な分野で行われているが、音声の専門家が行ったものを除き、印象をもたらす音
声的な特徴についてほとんど議論していない。一方で、音声学者による性格特性 5 因子論に基
づいた Big Five と音声的な特徴との相関を調査する研究（たとえば①、②）の緻密な実験計画・
分析方法は十分評価されるべきものである。しかし、我々が音声を頼りに相手の人物像を本能的
に瞬時に形成するような場合には、もっと生得的、直観的で基本的な次元、たとえば対人認知に
おいて普遍的であるとされる 2 次元、Warmth（温かさ）と Competence（能力）（③参照）の
ようなものが音声に基づく印象形成にも介在しているのではないか。このような疑問を出発点
とし、本研究は対人認知や動物の発声に関する研究も援用しながら、音声に基づく印象形成の 3
次元モデルを新たに提唱し、それを異なる言語・文化の聴取者に印象評定させる実験を通し、音
声に基づく印象形成のメカニズムのより包括的な解明を目指して行われた。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究はより体系的かつ包括的に音声に基づく印象形成の仕組みを理解することを目指し
て行われた。対人認知（③）、顔の認知に関する研
究（④）、さらに動物の発声に関する研究（⑤）に
も共通する 2 次元とみなされる Warmth（温かさ）
と Competence（能力）に加え、音声の持つ韻律等
の動的な側面もとらえるため、Osgood（⑥）の三
つ目の次元である Activity（活動性）を加え、音声
に基づく印象形成の 3 次元モデルを提唱した（図
1）。 
 
第 1 次元：意図の善し悪し（音声的特徴：快・不快
の感情を区別する声質の非周期性） 
第 2 次元：意図の実行可能性（音声的特徴：体の
大きさと負の相関のある F0 とフォルマント周波
数） 
第 3 次元：活動性（音声的特徴：ピッチ曲線、発話
速度、ポーズ比等） 
                                              図 1：音声に基づく印象形成の 3 次元モデル 
 
(2) これらの 3 次元が音声を聞いて行われる印象評定において出現するか検証するため、言語系
統、文化だけでなく、マスメディアへの接触の度合いも考慮に入れ、第一段階として、日本語、
英語の他に、マスメディアへの接触が限定的であると想定されたアフリカの遊牧民であるフラ
ニ族が話すフラニ語の 3 言語の母語話者に対して聴取実験を行う計画を立てた。その後、第二
段階として個別言語の単音的、韻律的特徴も考慮してさらに 5 言語を加え、これらの言語でも
同様の次元が出現するか検証することが当初の目的であった。このような手法により、音声に
基づく印象形成の 3 次元が調査対象とした言語に一貫して出現するならば、それは言語・
文化の違いを越えた普遍性であろうと推測されるが、一方で共通しない部分は個別言語・文
化の特殊性に由来する特徴であろうと推測された。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究期間には、まず改めて本研究が提唱する音声に基づく印象形成の 3 次元モデルの元と
なる先行研究を整理し、モデルの精査を行った（⑦）。一方で、本研究では我々人間にとって直
観的で本質的な次元の抽出を目指していたため、④の顔の認知の研究手法に倣い、まず予備的に
行う聴取実験で音声を聞かせ、瞬時に想起される性格などの特徴を自由に記述させ、そこから得
られる語句から合理的な方法で音声に基づく印象形成において有効な語句を導き出し、それら
を後の本調査に利用することを想定し、予備実験の準備を進めていた。しかしながら、コロナ禍



の状況に対応しながら信頼できる方法で実験を実施するのが困難であると判断し、当座のとこ
ろ、本研究が目指すより包括的なモデルの構築では組み込まれないものの、音声に基づくステレ
オタイプの形成に寄与すると考えられる、日本語のラ行子音の実現の多様性を、すでに入手済み
のデータやコロナ禍でも入手可能なデータを基に追究することとした。なお、これは「音声に基
づくステレオタイプの言語・文化による特殊性にはその言語の音韻体系、アクセント体系、リズ
ム体系が寄与している」という⑦における二つ目の仮説に関連する。 
 
(2) 一つは、研究代表者が 2012～2015 年度に行った科研費研究（JP24720819）の研究結果から
着想を得て行われた（⑧）。この研究では同一話者が比較可能な言語内容を日本語・英語にて発
話した音声から、日本語のラ行子音、英語の流音/l, r/のみを対象に聴覚的・音響的な特徴を分
析したが、話者の英語の流音に着目することにより、日本語のラ行子音の発音特徴をより顕著に
あぶりだすことができ、日本語のラ行子音の発音に基づいた話者の分類につながった。 
 
(3) 次に、(2)と同様に同じラ行子音でありながら、日常発話音声ではほとんど出てこないにも
かかわらず、演劇や吹替でやくざやチンピラなどの悪役の登場人物の役割語として用いられる
顫動音（いわゆる巻舌）について、1930 年代以降の映画やテレビドラマの音声を対象として、
聴覚的・音響的に分析を行って調査した（⑨）。このような創作の世界では巻舌が元は江戸・東
京の人物を描くために用いられていたのが、後になって地域性を無視して悪役と結びつくよう
になったことを観察した。 
 
(4) 本来ならば本研究では、大規模な聴取実験を基に提唱する音声に基づく印象形成の 3 次元
モデルを検証するはずであったがそれは叶わなかった。しかし、このような声のステレオタイプ
は役割語（⑩）の音声的側面として、役者による演技を通じて視聴者・聴衆が受容し、自らもコ
ミュニケーションの音声に取り入れて伝播していくことにより保たれていると仮定できる。す
ると、演技にある程度慣れたアマチュアの演者が特定の人物像を思い描いてセリフを言うと、言
語・文化を共有する話者間であればある程度類似した音声となり、異言語・異文化間でも普遍的
なステレオタイプであれば、言語・文化の違いを越えて類似した音声となる可能性も想定される
のではないか。このような仮定に基づき、人物像の中でも、本研究で第 1次元として挙げる「意
図の善し悪し」に着目し、「良い人物」「悪い人物」の下位分類に相当する 13 の人物像（「親しみ
やすい人物」「誠実な人物」「敵意を持った人物」等）を、日本語、デンマーク語、アメリカ英語
にて比較可能な言語内容の 2 種類の文を用い、3 言語の母語話者各 20 数名に、各々の人物像を
思い描きながら音読させた音声を収録した。 
 
４．研究成果 
(1) 同一話者が比較可能な言語内容を日本語・英語にて発話した音声から両言語の流音（ラ行子
音、英語の/l, r/）を取り出して分析した研究では、分析対象話者 10 名の結果からは、日本語
母語話者はラ行子音の発音実態に基づき、標準的話者と/l/優位話者の 2 話者群に分類できるこ
とがわかった。先行研究には、Speech Learning Model（⑪）、すなわち母語に音声的に近い音が
目標言語に二つ存在する場合、学習者にとって母語の音素からより遠い目標言語の音素の方が
習得しやすいことを予測するモデルに基づき、日本語母語話者にとっては英語の/r/の方が/l/
よりも日本語のラ行子音（[ɾ]）から遠いため、正確に知覚・生成しやすいと説明するものもあ
った（⑫）。しかし、本研究結果に基づくと、そうではなく、/l/優位話者は英語流音も/r/を/l/
として実現したように、日本語流音における発音傾向が英語の流音の発音傾向にも持ち込まれ
ている可能性が指摘できた（⑧）。今後の研究の方向性として、音声に基づく印象形成の仕組み
からはややそれるが、より良い発音教育法の考案を目指すなら、話者の日本語流音の発音傾向が
外国語の流音の知覚に及ぼす影響の調査も視野に入れるべきであると考える。 
 
(2) 日常発話音声ではほとんど出てこないが演劇や吹替でやくざやチンピラなどの悪役の登場
人物の役割語として用いられる巻舌について調査した研究（⑨）では、巻舌は 1930～60 年代の
映画では江戸語・東京弁の音韻的特徴と共に用いられ、巻舌の人物は純粋な悪役ではなかったの
が、時代が下って 1970 年代以降は次第に単純化され、悪役が凄む時に用いるものとして巻舌が
定着してきたことが示された。本研究は役割語の音声的側面の研究の一つとしても位置付けら
れ、研究代表者の後続（2024～2027 年度）の科研費研究（24K03850）の着想へと結びついた。今
後さらに単音に基づく印象形成について知見を深めることにより、音声に基づく印象形成の仕
組み全体の包括的かつ体系的な理解に貢献したいと考えている。 
 
(3) 最後に日本語、デンマーク語、アメリカ英語の演劇経験者等である母語話者各 20 数名に比
較可能な言語内容の 2 種類の文を 13 の人物像を思い描きながら音読させた音声収録について
は、音声分析の結果を待たねばならない。しかし、日本語における音声収録では、用いた 2通り
の文に、実験参加者が適切だと感じる終助詞を適宜付加して音読して良いこととしていたため、
付加された終助詞の集計からも、確立された役割語が実験参加者の演じる人物像に与えた影響
について知ることが可能となることが予測される。今後 3言語における音声分析が進めば、音声
のステレオタイプの言語・文化の違いを越えた普遍性と言語・文化の特殊性についても知見を深



めることができる。 
 
(4) このように本研究では研究課題申請当初に想定していた目的を当初に想定していた方法で
遂行することは叶わなかったが、別の方法を用いて音声に基づく印象形成の仕組みの一部に迫
ることができた。今回追究できなかった側面は、本研究で培われた国際共同研究体制にて、異な
る代表者が申請している別の研究課題として遂行される見込みがあり、その際には本研究代表
者も参画を予定している。 
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